
 
 

 

 

 

 

 

 

災害対策基本法においては、高齢者や障がい者など災害時における避難行動要支援者を把握し、その名簿を作成することが自治体に義

務付けされます。加賀市では支援の対象者（右側欄内⑥１～５参照）のなかで、地域見守り支えあい制度の登録に同意された方について、名

簿を作成しています。日常から災害時まで幅広い支援体制を充実させるため、民生委員や区長、消防など避難支援等関係者で名簿を共有す

ることにしております。 

名簿の項目は、基本情報（住所・氏名など）と本人申請の情報（電話番号や緊急時の連絡先など）、支援を必要とする事由などで構成され、

本人申請の情報以外は、市の保有する住民登録情報や障がい・介護関係の情報が記載されます。 

⑥『避難支援を必要とする事由』欄は以下の５分類で表記されます。 

１．一人暮らし高齢者・・75 歳以上の単身高齢者 

２．高齢者のみ世帯・・・高齢者のみの世帯（75 歳以上） 

３．介護認定・・・・・・・・・要介護３以上 

４．障がい認定・・・・・・・身体障がい（肢体・視覚・聴覚の１～２級）、 

               知的障がい（A・B）、精神障害（１～２級）、 

               内部障がい者（心臓・じん臓・呼吸器） 

５．その他支援・・・・・・・上記以外の事由による登録者 

④名簿は地区（行政区）単

位で印刷します。 

名簿記載の順番は、住

所地の順で並べます。 

避難行動要支援者名簿の見方について 

⑤同一世帯は並んで記載し

ますが、世帯内での順序は

前後することもあります。 

①市の住民登録の情報 
②本人申請の情報 ③市の介護、障がい 

関係の情報 

（本人同意がある場合

のみ） 

⑦支援事由が複数ある場

合は列記されます。 

・名簿保管者が交代する際は、必ず新保管者に引継ぎをしてください。 
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